








































































































































































































ペティー（1623 ～ 1687 年）にまでさかのぼ
る。その後、この説あるいはこの観点と認識
は、ケネー（1694 ～ 1774 年）、アダム・スミ















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































とされている。（小泉［1968b］526 ～ 527 ペー
ジ。なお、同書にはこの出典として、「『我等』



























をなす労働」（Marx［1867-1890］Band 23. S.53. 
和訳 66 ページ）。あるいはまた「商品の価値は、
人間労働自体を、人間労働一般の支出を、表わ































う で も よ い（gleichgültig）、 無 関 係（Gleich-
gültigkeit）、経済学の考察範囲外である（liegt 




















0 0 0 0
があらわされる素材的土台であ
る。」（ibd. S.16. 和訳 14 ページ。傍点は原文の通
り。）「使用価値は富の素材的内容をなしている。
それは同時に交換価値の素材的担い手をなして






























ば な ら な い。（Marx［1867-1890］Band 23. 










問題研究』第 39 ～ 41 冊、1922 年 11 月～




















―」『改造』1926 年 4 月号。（同上。）
―　［1927］「価値法則にかんする小泉教授
の『答弁』」『我等』1927 年 2 月号。（同上。）
小泉信三［1919］「マルクス系の二分派」『中央




の関係」『解放』1920 年 1 月号。（同上。）
―　［1921］「科学的社会主義に対する批評」
（「慶應義塾大学経済思想講演会」1921 年 8





『改造』1922 年 2 月号。（同上。）
―　［1922b］「再び労働価値説と平均利潤率
の問題を論ず―山川均氏の批評に答ふ―」
『改造』1922 年 7 月号。（同上。）
―　［1925a］「三度び労働価値説と平均利潤


























































率論》」『三田学会雑誌』第 2 巻、第 1 号、
























Eugen von Böhm-Bawerk［1896］Zum Ab-
schuluß des Marxschen Systems.（本木幸造
訳［1969］『マルクス体系の終結』未来社。）
Karl Marx［1859］Zur Kritik der politischen 
Ökonomie, in Karl Marx-Friedrich Engels 
Werke, Band 13, Institut für Marxi-




―　［1867-1890］ Das Kapital, Kritik der 





Rudolf Hilferding［1904］ ”Böhm-Bawerks 
Marx-Kritik.“ in Marx-Studien : Blatter zur 
Theorie und Politik des Wissenchaftlichen 
Sozialismus, Wine.（日本語訳は、①塚本三
吉訳［1930］『労働価値説の擁護』改造社、
復刻版が 1977 年、② P．M．スウィージー
編、玉野井芳郎・石垣博美訳［1969］『論
争・マルクス経済学』法政大学出版会。）
